
2026年 9月 1日 

 

ほけんだより 
 

チャイルドハウスこども園 
 

  

まだまだ残暑の厳しい日々が続いています。夏の疲れが出やすくなる時期なので、十分な睡眠時間を確保し、

きちんと食事を摂るなど、生活リズムを整えていきましょう。 さて 9月は「防災の日」や「救急の日」など

身のまわりの安全を見直す機会があります。避難経路や非常時持ち出し袋・救急箱の中身、家の中の危険な場

所等を確認し子どもが安全に過ごせるよう環境を整えましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月の保健行事 
     身体計測  1日（火） くわがた組             7日（月） とんぼ組 

           ２日（水） あおかぶとむし組           8日（火） ばった組 

                 3日（木） あかかぶとむし組          9日（水） みつばち組 

            4日（金） てんとう・ちょうちょ組       

 

     元気っこ教室  3歳児「がらがらうがいの仕方」 2日（火） ばった組・４日（金） とんぼ組 

 
 

 

『夏バテ』ならぬ『秋バテ』に注意 
 夏の暑さが和らいでくると、それまでの疲れがどっと出てしまうことがあります 
 

ポイント① こんな症状に注意！ 
○食欲がない  ○頭がぼーっとする   ○体がだるい   

○疲れやすい  ○なかなか寝られない  ○朝が起きられない 

 

ポイント② 秋バテの原因は？ 
①秋は一日の中でも寒暖差が激しくなるので、体に負担がかかっている 

②冷たい食べ物を食べ過ぎる事で、胃や腸に負担がかかっている 

③冷房で体が冷えてしまい、体調を崩しやすくなっている 

 

ポイント③ 秋バテ対策をしよう！ 
①消化の良いものをゆっくり嚙んで食べる⇒疲労回復には、ビタミンやミネラルが豊富な豚肉やかぼちゃ・

サツマイモ、体を温める根菜類がお勧めです。 

②シャワーで済ませず、ぬるま湯（37℃～39℃）にゆっくり浸かる⇒疲れが取れ、リラックス効果がある 

③適度な運動をする⇒汗をかいて体温調整が出来るように、「汗をかく習慣を付ける」 

④冷房は控えめに使用する⇒屋外と屋内の温度差を 5度以内にする 

⑤早寝早起きを心掛ける 

 



９月９日は『救急の日』 

子どもの事故を防ぐために 
 子どもの思わぬ行動は、大きな事故につながってしまうことも・・・。 

 子どもの死亡原因の第一位は「不慮の事故」 事故を経験した保護者の８０％以上が「少しの気配りで防ぐ

ことが出来た」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 誤飲チェッカー ＞ 

 

 

 

この円の中に入るものは、「誤飲」の危険性があります！ 

身の回りの物をチェックしてみましょう‼ 

         幼児が口を大きく開けた時とほぼ同じサイズ 

         曲げると入るのもNGです‼ 

 

 

直径 39ｍｍ 

 

看護師より 
夏の疲れもあり、発熱での早退や欠席も見られました。また、嘔吐や下痢などの胃腸炎の症状が見られる

お子さんもおられましたが、長引いたり蔓延することなく落ち着いています。 

天気予報を見るとまだまだ暑い日が続くようです。こまめな水分補給や休息も心がけ、体調を崩さ

ずに過ごせるようにしていきたいですね。 

 


